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１．研究計画の概要 
本研究はつぎの２点を目指している。 
(1) 言語横断的手法を用いて、従来の研究で
は扱われなかった多様な言語の広範囲にわ
たる音範疇を対象として、聴覚・音響音声学
的調査を実施し、音韻構造に関わる多くの聴
覚・音響音声学的な新知見をもたらす。 
(2) もたらされた豊富な新資料に基づき、音
韻構造と聴覚・音響音声学的事実がいかなる
関係にあるかという問題に実証的に取り組
み、２つの方向をもつ学問的貢献を目指す：
ひとつは、①音韻特徴（素性）理論の中に聴
覚・音響音声学的知見をどのように位置づけ
るかという理論的問題に具体的解答を提案
することであり、もう一つは、②言語学習の
理論と実践に、実証的な聴覚音声学的知見を、
どのように組み入れるかを考察することで
ある。 
 
２．研究の進捗状況 
中国語（普通語）、上海語、日本語（韓国人
学習者）、琉球方言（波照間、多良間、奄美
大島）、ロシア語、インドネシア語、バリ語、
ラオ語、コイサン諸語（グイ語とホアン語）
を対象として、代表者、分担者、連携研究者、
研究協力者の担当分担により、実験データや
フィールドデータの収集と分析が進んでい
る。また、日本語母語話者による学習言語と
してのインドネシア語、カンボジア語、中国
語、ラオ語および、韓国語話者による学習言
語としての日本語における発音習得の問題
点を聴覚音声学的な視点から探る報告会や
シンポジウムを開き、討議をすすめている。 
 分節音に関しては、子音の領域でコイサン
語を素材とする子音の２大クラス（クリック
と非クリック）の統合的取扱いと横断的分類

のための音響・聴覚的特徴にかんする成果が
えられた。また有声性と破擦性・摩擦性の相
互作用にかかわるロシア語と日本語の聴覚
音声学的事実の違いについての新知見もえ
られた。聴覚的母音空間に関して、インドネ
シア語、バリ語をもちいた調査研究の成果も
蓄積されてきた。 
プロソディ特徴については、とくにラオ語の
声調に関する調査と、上海語の声調交替に関
する調査が進展した。さらに中国語（普通語）
のストレスにかかわる聴覚的実体をさぐる
調査も進んでいる。プロソディ特徴と分節音
的特徴の相互作用を扱う韓国人学習者の日
本語の有声性とピッチの関係を、聴覚音声学
および音響音声学の手法をもちいて探求す
る下位プロジェクトも具体的な成果がでは
じめている。 
今後はこれらの知見を総括する音響・聴覚音
声学的特徴の体系の考察をすすめることに
なる。 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
ほぼ計画どおりに進行中であり、実証的なデ
ータとその分析結果による知見の蓄積は期
待通りの達成をしている。１(2)①で述べた
音韻特徴理論における聴覚・音響音声学的知
見の位置づけについては、声調（とくに曲線
声調）の聴覚的素性の設定についてラオ語事
例研究が議論の展開に貢献しそうである。コ
イサン語資料が提起する２大子音クラス
（click vs. non-click）についても新たな
提案ができる見込みである。(2)②に述べた
応用研究は、今年度のシンポジウムでの討議
によって重要な問題がいくつも明らかにな
り、とくに調音的類似性だけでなく、聴覚的
類似性が学習の困難点の理解にとって本質
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的であること、したがってその組織的調査と
蓄積が必要であることが認識された。 
 
４．今後の研究の推進方策 
実証的データの蓄積は、今後も続けることに
なる。聴覚・音響音声学的特徴の音韻素性理
論にどのように位置づけるかという理論的
問題の探求は、ブレヴィンスの進化音韻論や
ミルケの発生的素性のあたらしい見解を踏
まえながら、今年度の後半から研究会を開き、
これまで本研究によってえられた知見を再
考察してみる。応用的研究の総括は、研究分
担者の佐野洋を中心に今年度いっぱいで、研
究成果の公開の準備をすすめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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